
第24回 都市政策研究交流会
総合的な都市戦略のためのツーリズム行政～多様な主体の連携による観光政策～

「宇都宮のブランド発掘・創造・発信プロジェクト」

宇都宮市経済部産業政策課
宇都宮サテライトオフィス
所長 黒崎 泰広



1974年 栃木県宇都宮市生まれ
2000年 入庁 保健福祉部 介護保険課 【要介護度の認定など】
2003年 異動 行政経営部 人事課 【職員採用，組織・定員管理など】
2007年 異動 総合政策部 地域政策室 【表参道スクエア開発，宇都宮工業高校の移転など】
2008年 派遣 (株)栃木サッカークラブ派遣 【フロント業務全般，地域貢献活動など】
2011年 総合政策部 地域政策室 【プロクラブ支援，中心市街地活性化，海外研修（ドイツ）など】
2014年 改編 経済部 観光交流課 都市魅力創造室 【国際スポーツイベント，インバウンドなど】
2017年 改編 経済部 都市魅力創造課 【国際スポーツイベントの誘致・開催，大谷地域の振興策など】
2020年 異動 経済部 産業政策課      【東京への市サテライトオフィス設置】



宇都宮市が⼈や企業から選ばれ将来にわた
り持続的に発展するためには，東京圏から
⼈や企業を呼び込み，本市企業の「稼ぐ
⼒」を⾼める必要があることから，東京圏
における交流・活動拠点である「宇都宮サ
テライトオフィス」を設置し，本市魅⼒を
発信し，新たな関係を構築しながら，市内
企業と東京圏企業との事業連携や，⼈や企
業の誘致などに取り組む。

産業・環境＆魅⼒創造・交流の未来都市に向けて
2020年10⽉ ⻁ノ⾨にサテライトオフィスを新規開設



宇都宮サテライトオフィスがあるCIC TOKYOとは︖
“世界と繋がるイノベーションの発進基地”

・CIC（ケンブリッジ・イノベーション・センター）
1999年に⽶国ケンブリッジにて創⽴

・イノベーションは社会の様々な問題を解決し、世界を
より良く変⾰するという信念で20年以上イノベーター
をサポート

・産官学の垣根、産業や世代を越えた⼈々が繋がり，ア
イディアがぶつかり合い，新たなイノベーションを創
出するハブ



本⽇の話題
宇都宮のブランド発掘・創造・発信プロジェクト

スポーツで魅せる （事例１）

⽯の⾥「⼤⾕」で魅せる （事例２）

魅せるための仕組み（⾏政組織の整え⽅）
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令和2年宇都宮市観光動態調査 宇都宮のイメージ調査

・「地域素材」とは、地域の⾃然や⽂化、産業、
芸術、スポーツなど、歴史の⻑短はあっても地域
の中で観光振興につながるとは思わずに積み上げ
られてきたものであり、これこそ、潜在的観光資
源である。
・それを観光資源として再発⾒し、価値づけ、保全、
整備、磨きあげる作業が、観光⼒という浮⼒を⽣み
出すイメージである。「都市⾃治体におけるツーリズム
⾏政 第２章より抜粋」



2050年⼈⼝50万⼈維持に向けた「まちづくりの好循環」のイメージ



・特に効果が⾼い先導的な取組
・複数の分野の連携が不可⽋な横断的な取組
・他の分野への波及効果が⾼い取組

３つのまちづくり好循環プロジェクトを設定



宇都宮ブランドの
発掘・創造・発信

ヒトやモノの
交流の活性化

創 造 都 市 の
実 現 に 向 け て
⼤胆な集客交流策の
展開が必要となる。



⇒ 定住⼈⼝の維持＋交流⼈⼝の拡⼤＝都市の活⼒ＵＰ

〔観光庁資料より抜粋〕



第2次宇都宮市観光振興
プラン2018 〜 2022 年度



宇都宮のブランド発掘・創造・発信プロジェクト

スポーツで魅せる
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What is “3×3WT” ?

バスケットボールのクラブ世界⼀を決
める世界⼤会，元々「3on3」として
知られたストリートバスケをFIBAが
承認した公式オリンピック種⽬競技で
あり，チーム・選⼿は世界基準の公式
ルールに基づきプレー。宇都宮⼆荒⼭
神社の参道が試合会場に‼

オフロード⾃転⾞競技
シクロクロスＵＣＩ国際レースの開催

What is “シクロクロス” ︖

階段や障害物なども含むコースで
開催する⾃転⾞オフロード競技で
宇都宮では2017年からUCI公認の
国際レースを開催中，⽇本最⼤の
道の駅「ろまんちっく村特設コー
ス」を舞台に世界トップクラスの
選⼿と国内トップ選⼿が競演‼

アジア最⾼位のワンデイロードレース
ジャパンカップサイクルロードレースの開催

3⼈制バスケットボール
3×3の開催

What is “ＪＡＰＡＮ CUP” ?

1990年の宇都宮での世界選⼿権の
メモリアルレースとして，四半世
紀以上開催，ツールやジロといっ
た世界のトップレースで活躍する
選⼿の真剣勝負を間近で⾒られる。
2010年からは市街地周回コースで
のクリテリウムも開催‼

道路や広場・公園などの既存の都市インフラを活⽤することで，IF基準を満たす施設がなくても
国際⼤会の誘致・開催が可能となる。 なぜ国際⼤会をホストするのか︖





国際⼤会をホストする⼒
⇒ 宇都宮のMICE⼒を推進

都市⼒

宿泊

治安

飲⾷
集客
施設

交通

3つのプロチームのホームタウン
⇒ 地域活性化のパートナー





宇都宮 × スポーツ
詳しくはこちらをご覧ください。



宇都宮のブランド発掘・創造・発信プロジェクト

⽯の⾥「⼤⾕」で魅せる





⼤⾕地区⼊込客数推移（概数）
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H28年度から地⽅創⽣推進事業に着⼿
「⽯の⾥⼤⾕エリアの地域資源を活⽤した地域創⽣事業」

【⽂化遺産の活⽤促進】 【観光振興】 【エネルギー産業振興】【農業振興】

・⼤⾕⽯のストー
リーをテーマとす
る⽇本遺産への認
定等を軸とした⽂
化財の保存活⽤の
促進と魅⼒の発信

【安全対策】

・夏秋いちごの
産地化・団地化

・夏秋いちごの
ブランド化，販
路構築，輸出戦
略

・洋菓⼦協会等
と連携した６次
産業化

・保冷倉庫や公共
空間等，⼤規模な
冷熱エネルギー利
⽤の具体化

・エネルギー関連
技術産業の創出

・県，市，⼤⾕地
域整備公社，⽯材
組合等の関係機関
が連携し，採取場
跡地の安全対策を
実施

・⼤⾕公会堂の
活⽤等も含めた
観光拠点化

・新たな観光資
源と既存観光資
源を活⽤した誘
客・周遊の促進

・スマートＩＣ
の設置を⾒据え
た観光拠点への
誘客促進強化

⼤⾕⽯採取場跡地 ⇒ 地域固有の特異な資源
採取場跡地，耕作放棄地等の増加 ⇒ 豊富な低未利⽤資源

地域固有の特異な資源等を有効に活用した
事業と雇用の創出による地域（観光）振興の可能性



特異な地域資源を体験型観光に活⽤︕︕
〜地底湖クルーズ〜
⼤⾕⽯産業の衰退とともに、採取場跡地内の多くに⽔が貯留・・・

貯留されている空間を「地底湖」と捉えてみよう・・・

➡Ｈ２４．４より、県内の４企業と連携し、体験型観光事業を検討・調査

➡現在、⺠間事業者が主体となり地底湖クルーズツアーを実施



採取場跡地内に貯留されている⽔が年間を通して冷たい・・・

「冷熱エネルギー」と捉え，⼤⾕らしい事業の具体化が出来ないか・・・

➡H25年度 ⼤⾕夏いちご研究会を組織

・貯留⽔を利⽤したクラウン冷却システムによる夏秋いちご栽培実証実験に着⼿

〔宇都宮⼤学等と連携〕

➡H26年度 夏秋いちご栽培への冷熱エネルギー利⽤の可能性を確認

➡H27年度 ⺠間事業者の参⼊開始。H28年度にも新規参⼊有り

➡H28年度 計２０㌃の栽培⾯積へ拡⼤，周年型いちご栽培の地域へ

➡R02年度 計70.5㌃に更に拡⼤中

特異な地域資源を農業に活⽤︕︕
〜⼤⾕夏いちご〜

耕作放棄地全景（H27年末）

【参考】クラウンン冷却システム

いちごハウス全景（H28年４月）

新規参入

大谷夏いちご

ハウス内全景



宇都宮市「⼤⾕町」のイメージ（これまで）

⼤⾕地区＝⽯の⾥（観光の拠点）

２４７箇所の⼤⾕⽯採取場が点在

・ ⼤⾕⽯産業の縮⼩
・ 陥没事故の発⽣
・ 観光業の衰退
・ 産廃の問題

空家数の増加
少⼦⾼齢化が顕在

飲⾷店 １軒

平成2年より観測システム整備
→97箇所に地震計設置・常時監視

職⼈数 2,000⼈→100⼈
出荷量90万ｔ→１万ｔ

地域全体が「負の遺産」化

東⻄３㎞

南北6㎞

危険 暗い

寂しい



・ 約２５０箇所の 地下空間 があり，現在も産業が⽣き続け，約２，０００⼈が住み続ける地域
このエネルギーを源にした，持続的（地域ならではの）振興が出来ないか・・・。

まず，
１╱２５０ 箇所に 尖った光 をつくる

◎地域振興で抑えた視点
・ 初めから⾯をつくるのは困難
・ 関係者が多い＝共有化が困難

＝地域性が消えやすい
狙い︓「ブランドの徹底構築」

ターゲット︓来訪者

【平成２３年〜】 現況を活かした 変化 の検討・実験／可能性の⾒える化

第１ステップ
・ TRY＆ERROR
※ 興味のありそうな事業者と持ち寄りで

【平成２５】「地底湖クルーズ」を事業化

第２ステップ
・ CHALLENGE
※ 事業化を見据え，関係者を選択

第３ステップ
・ ＢＵＩＬＤ＆RELEASE
※ 継続体制の選択，広報の選択

次に，
１００╱２５０ 箇所を考える

◎地域振興で抑えた視点
・ 持続的振興のためには「⾯振興」が必須
・ 「地域課題」は地域を変化させる即効薬

第１ステップ
・ 面にする事業・手法の調査

※ 委託業務で成果を明確化（予算化しやすい）

第２ステップ
・ 可能性のある事業を実証実験
※ 実証実験は1~2年は手が出しやすい

第３ステップ
・ 事業化の支援（事業の種まき）
※ 独自性の高い産業は支援しやすい

狙い︓「地域イメージの変化」
ターゲット︓住⺠，市⺠，⾏政

狙い︓「事業性の共有化」
ターゲット︓住⺠，市⺠，⾏政，企業

【平成27】大谷夏いちご栽培を事業化



【平成３０年】
・ 市の⽴ち位置の明確化︓「⼤⾕地域振興⽅針」 を策定 （※概ね１０年後を⽬指した計画）

◇飲食店等の立地誘導
・ 開発許可基準の緩和＋補助制度の充実（表）
・ 空家マッチング，開発許可手続きの支援（裏）

実績 ： Ｈ２３ １ 軒 → 現１１軒

◇交通環境の向上（Ｒ元年～）
・ 道路環境等の改良に着手（ハード）
・ グリーンスローモビリティの実装化（ソフト）

Ｒ元年～ 実証実験， Ｒ５年～ 実装予定

◇体験型コンテンツの充実
R２年 「虫の目・チカノコエ展」 （ｉｎ大谷資料館）

Ｒ３年 「UNDERGROUND MUSEUM」（ｉｎ戸室山）

◇大谷夏いちごの産地化
・ 冷熱エネルギー供給会社の組成
・ 農地の再整備，あっせん，販路開拓

実績 ： 現 ４ 社 → Ｒ４～ ６ 社

これからの「⼤⾕町」 ／ 【平成30年〜】 地域全体の振興推進

夏いちご

地底湖

パン屋

イタリアン

フレンチ

森林公園 資料館

ベルテラシェ

戸室山

半地下ハウス＋ワイン

グリーンス
ローモビリティ

１０年後イメージ（2016作成）
平成30年５⽉認定



宇都宮のブランド発掘・創造・発信プロジェクト

魅せるための仕組み
（⾏政組織の整え⽅）



都市魅⼒創造に向けた基本的な考え⽅

◎100年後の都市の繁栄を⽀える，宇都宮ブランド（都市魅⼒）の創造
◆使命は，交流⼈⼝増加＆消費額増加を通した地域経済の活性化
⇒ 各種の地域資源（⾏政資源を含む）を活⽤・⽀援しながら，⺠間の投資を促す取り組みに注⼒
⇒ ⾏政は，⺠が輝くための⼟壌づくりを担う （主役は⺠，⾏政はサポート）

◆東京五輪開催（2020年）をターゲットに，スポーツ・⽂化に
係る資源を中⼼に磨きあげ

⇒ 有形・無形のオリンピックレガシーの創出に向けた取組に着⼿

平成26年度の取組について
■ 宇都宮版オリンピックレガシー（遺産）の創出に向けた検討に着⼿
⇒ 具体的には，東京五輪開催前後に本市が取り組むべき事項の洗い出し及び選定
⇒ 話題性，継続性，発展性，国際性等を主眼に五輪開催前後の宇都宮の姿を官⺠で共有
※ 本検討を進めるなかで，新たな魅⼒の発掘等も⾏い，連動した取組を図る



総合政策部から移管
プロスポーツの⽀援・連携

東京五輪ホストタウン関連業務

教育委員会から移管
⾃転⾞の国際⼤会（JCUP）

経済部 観光交流課
餃⼦・ジャズ・カクテル
道の駅等の観光施設運営
観光コンベンション協会

都市魅⼒創造室（課内室）
新たなコンテンツの探索
インバウンド事業の着⼿

経済部 産業政策課から移管 （都市計画課・⽂化課職員の兼務）
⼤⾕⽯産業の振興

都市魅⼒創造課に拡⼤
プロスポーツの振興

国際⼤会の誘致・開催

⼤⾕振興室（課内室）
⼤⾕の観光拠点化促進

⽇本遺産関連業務

コンテンツ集約 対象の選定 磨き上げ

経済部 観光交流課
餃⼦・ジャズ・カクテル
道の駅等の観光施設運営
観光コンベンション協会

時限組織の課内室をスタートアップ的に活⽤しながら体制を拡充
総合計画の体系に沿った組織への再編を実施



H29年度新設 都市魅⼒創造課の使命とは︖
本市の魅⼒となりうる（となっている）コンテンツの発掘・創出・磨き上げを⾏い，
シビックプライドの醸成，シティブランドの向上を図るとともに，観光振興での活⽤へとつなげること

魅⼒的資源として
⾒出されていない

あるいは⼗分認識されていない
コンテンツ

魅⼒的資源として確⽴途上
あるいはさらなる展開・進化

が期待できる
コンテンツ

魅⼒的資源として
⼀定確⽴されている

コンテンツ
（キラーコンテンツ）

歴史・景観・ポップカ
ルチャー，政策，アク
ティビティ，⼈・・・

プロスポーツ，国際⼤会，
⼤⾕周辺地域，⾃転
⾞・・・

餃⼦，カクテル，JAZZ，
農産物，宮まつり，神
事，⽂化財・・・



全ての子ども・若者を

健やかに育成する

確かな自信と志を育む学校教育を推進する

生涯にわたる学習活動を促進する

誰もが生涯を通じてスポーツを楽しむ社会を実現する

Ⅰ 「子育て・教育の未来都市」の実現に向けて

健康づくりと地域医療を充実する

高齢期の生活を充実する

障がいのある人の生活を充実する

身近な地域の福祉力を高める

Ⅱ 「健康・福祉の未来都市」の実現に向けて

危機への備え・対応力を高める

日常生活の安心感を高める

市民が主役のまちづくりを推進する

相互理解の促進による共生社会を形成する

Ⅲ 「安全・安心の未来都市」の実現に向けて

都市ブランドの確立と更なる魅力を創出する

個性豊かな観光と交流を創出する

暮らしに息づく文化の創造・

活用を推進する
Ⅳ 「魅力創造・交流の未来都市」の実現に向けて

地域産業の創造性・発展性を高める 商工・サービス業の活力を高める

農林業の生産力・販売力・地域力を高める

環境への負荷を低減する

Ⅴ 「産業・環境の未来都市」の実現に向けて

暮らしやすく魅力のある都市空間を形成する
快適な住環境と自然豊かな都市環境を創出する

誰もが快適に移動できる総合的な

交通ネットワークを構築する

質の高い上下水道サービスを提供する

Ⅵ 「交通の未来都市」の実現に向けて

強固な行政経営基盤を確立する
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5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70

R1 85 施策満足度平均 [32.5]

R1 85 施策重要度平均 [74.0]

（
高
）
重
要

度
（
低
）

（低）満足度（高）

満足度：高
重要度：高
⇒ 今後も力を入れていくこ

とが求められる領域

満足度：高
重要度：低
⇒ 重点的な取組が一段落し

たと考えられる領域

満足度：低
重要度：高
⇒ 優先して力を入れていく

ことが求められる領域

満足度：低
重要度：低
⇒ 見直し・効率化が求めら

れる領域

（％）

（％）

令和元年度 施策の柱・基本施策 重要度と満足度（市民意識調査より）

・・・ 施策の柱（７項目）

・・・ 基本施策（２４項目）

【参 考】

-
1
3
-



他部⾨と⽐較し，⾏政計画の策定が薄い状況

現在，体系的な取組の強化に向けて「スポーツ都市戦略」・「MICE戦略」を策定中



宇都宮市観光⼊込客数・宿泊者数推移

12,740,500 

15,126,300 
14,768,400 

7,472,800 

1,204,264 

1,616,553 1,614,854 

1,031,515 

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

1,500,000

1,600,000

1,700,000

7,000,000
7,500,000
8,000,000
8,500,000
9,000,000
9,500,000

10,000,000
10,500,000
11,000,000
11,500,000
12,000,000
12,500,000
13,000,000
13,500,000
14,000,000
14,500,000
15,000,000
15,500,000

⼊込客数
宿泊者数

台⾵１９号（１０⽉）
の影響により減少

（令和２年宇都宮市観光動態調査より）

ピンチをチャンスに‼ V字回復に向けて
KEEP ON FIGHTING



【周遊券】
2021年11⽉12⽇（⾦）〜2022年2⽉28⽇（⽉）
【宿泊割引付き周遊クーポン】
2021年11⽉12⽇（⾦）〜2022年2⽉28⽇（⽉） ご清聴ありがとうございました。


